





































なってからである。「『西蔵漂泊（せいぞうひょうはく）』と題されたこの連載は 2 年 3 か月に及ぶ
長いものとなり，モンゴルの遊牧草原に半ば住み着いていた私はしばしば草原のゲル（フェルト製
の遊牧テント）で原稿を書き，日本に送った。市場経済の風が吹き荒れる現在と違い，ソ連（当時）












巻」， 1 年後の1994年 4 月に「下巻」のかたちで刊行された。
　生前，モンゴル取材が縁で知己をいただいた司馬遼太郎さんにこの上下本をお贈りした際，その
























































































　世界的なランナーやスイマー，駅伝のエリート走者に限らず哲学館に学ぶ “ 未来の優れもの ” は
必ずや存在するに違いない。それにしても26才の青年だった井上が，「哲学こそ諸学の基礎」とし
て哲学館を創立したことをあらためてすごい，と思い，日本人として誇りに思う。パソコンも携帯
も持たないのに，あの時代の青年たちはなんと知的だったのであろう。
  （ジャーナリスト／地平線会議代表世話人）
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